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令和４年度スケジュール（案）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
1 第３２軍司令部壕保存・公開検
討委員会
※２回開催予定

2 第３２軍司令部壕保存・公開検
討委員会検討グループ会議
(1)平和発信・継承検討
(2)技術検討
※各２回開催予定

3 詳細調査
(1)未発掘区間調査
 （第１坑口、第１坑道）
(2)第２・３・５坑道内地質観察
(3)地下水等調査

4 第５坑口 用地取得

5 情報発信

実施項目

知
事
へ
の
提
言

委員会①

※９月～11月頃

委員会②

※２月頃

平和発信・継承

グループ会議①

鑑定評価依頼 補正予算要求 売買契約・所有権移転

・ポータルサイトの開設準備期間

安全対策

技術検討

グループ会議①

未発掘区間（第１坑口、第１坑道）

物理探査・ボーリング調査等

第２・３・５坑道内地質観察

地下水調査（地下水分布把握

壕内水没メカニズムの把握）

関係機関等調整

関係機関等調整

地下水位等モニタリング

調査結果のとりまとめ

探査結果のとりまとめ
関係機関等調整

議題の整理、各委員との調整

議題の整理、各委員との調整 各委員との調整

各委員との調整

提
言
（（案
）作
成
・調
整

・庁内調整

・各種準備期間

調査業務委託契約に係る

準備期間

会議支援契約に

係る準備期間

庁内手続き

平和発信・継承

グループ会議②

技術検討

グループ会議②

調査結果のとりまとめ

・ポータルサイト開設に向けた作業

・デジタル技術を活用した情報発信方法の検討

・詳細調査実施状況等の発信



令和４年度の体制について

検討グループ 検討委員会

■知事への提言の策定に向けて、より専門的に議論を深め、検討委員会を円滑かつ効果的に
開催するため、検討委員会の下に担当事項を分けて検討グループを設置

■検討委員会事務局に特命推進課（技術的調査、財源確保等を所掌）を追加
■検討委員会事務局庁内での活動を機動的にするため、関係課班長級による連絡調整会を設置

技術検討グループ

＜担当事項＞
①保存・公開に向けた調査（技術面）に係る検討・助言
②保存・公開可能性（技術面）に係る検討・助言
③検討委員会への報告に関すること
④その他保存・公開に向けた検討・助言

＜構成員（分野）＞・トンネル工学 ・応用地質学 ・地盤工学

平和発信・継承検討グループ

＜担当事項＞
①保存・公開可能性（平和発信・継承のあり方）に係る検討・助言
②検討委員会への報告に関すること
③その他保存・公開に向けた検討・助言

＜構成員（分野）＞・法律 ・観光/経済 ・沖縄戦研究 ・戦跡文化財
・地域振興 ・平和教育 ・情報技術

検討結果の共有等

検討委員会事務局（女性力・平和推進課、特命推進課、保護・援護課、都市公園課、文化財課、県立学校教育課、那覇市）

知

事
提言

各
グ
ル
ー
プ
の
検
討
結
果
を
事
務
局
が
委
員
会
へ
報
告

各
グ
ル
ー
プ
の
検
討
結
果
を
委
員
会
で
と
り
ま
と
め
て
提
言
を
策
定

庁内連絡調整会（女性力・平和推進課、特命推進課、保護・援護課、都市公園課、文化財課、県立学校教育課）
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提言たたき台作成
（事務局）

提言の構成及び項目（たたき台）を作成
各項目にこれまでの委員会での意見、詳細調査中間報告等を盛り込んで整理

意見聴取
（事務局）

提言素案作成
（事務局）

検討グループ(Ｇ)、委員会の前後に委員から個別に意見徴収(9～12月頃)

意見聴取結果をもとに、素案を作成

提言策定
委員会において策定した提言を、委員長から知事へ手交

第32軍司令部壕保存・公開に向けた提言策定に係る作業イメージ(案)

これまでの委員会
での調査・検討

文化財指定について
ロードマップについて
文献調査について
壕内外の基礎調査・詳細調査計画について

検討Ｇ(8月頃）
委員会(9～11月頃)

検討グループ(Ｇ)において提言たたき台をもとに議論し、委員会へ報告
検討グループ(Ｇ)からの報告を受け、委員会において意見とりまとめ

検討Ｇ(1月頃）
委員会(2月頃)

検討グループ(Ｇ)において提言の素案を検討し、委員会へ報告
検討グループ(Ｇ)からの報告を受け、委員会において意見を取りまとめ
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